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○スマートIC開設後、アクセス性の向上によりイベントへの観光入込客数が増加
○イベント時には遠方からの利用者が多く、広域的な集客が促進され観光活性化に寄与

▲ 「刈和野の大綱引き」観光入込客数
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▲ 「ふるさと西仙まつり」観光入込客数
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▲ 西仙北地域周辺の観光資源

ふるさと西仙まつり

刈和野の大綱引き
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▲ 「刈和野の大綱引き」当日のSIC利用台数
（R1・R6年度）
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：農業法人

西仙北SIC

大綱の里

秋田百笑村

○スマートIC周辺地域において農業法人数や直売所の売上げ等が増加、農業が元気に
○今後販路拡大が見込まれ、西仙北スマートICの利用により輸送効率化を支援

▲西仙北SIC周辺の農業法人と直売所

・現在、直売の発送や首都圏での農産物販売への移動に利用しており、販路拡大に伴い、利用頻
度が増えると考えている。農業体験参加者の利用も多く、SICで待ち合わせし案内する場合もある。
・各種大会やユメリアからの帰りに立ち寄る方が多い。組合に参加する農家も増えてきており、地域の
農業が元気になってきたと感じている。
・6次産業化を見据えた独自の販路確保が必要と考えており、 高速交通網の利用が必要となる。
SICの利用により販売地域が広がるものと考える。

▲農業法人等からのヒアリング結果

大仙市全域で複合経営への取組みや
規模拡大により農業法人数が増加して
おり、西仙北地域でも同様の傾向が見
られる。
（H22:6法人→R6:20法人）
今後、生産量の増加に伴う販路拡大に
より、SICの利用増加が期待される。
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▲大綱の里客数、販売額の推移

出典：大仙市

【大綱の里】
地場産農産物のほか加工品販売を行
う直売所「大綱の里」はR4.6.1にリ
ニューアルオープンを行い、R5年度は前
年度と比較して売上、客数ともに約1.2
倍の増加となった。R6.11にはさらなるリ
ニューアルオープンを行い、R6.11～
R7.3は前年と比較して売上、客数とも
に約1.2倍の増加となった。
運営を受託しているマルシメ（株）によ
ると、県外・市外からの利用者も増加し
ているとのことで、移動にSICが利用され
ているものと推察される。

【秋田百笑村】
・グリーンツーリズムの受入れや産地直売など農業の楽し
さを広める活動を行っている。西仙北SICを利用した遠
方からの参加者も多く、直売の発送や首都圏での農産
物販売の移動にSICが利用されている。

出典：農林業センサス

出典：大仙市

（千円）

▲大仙市にある農業法人のうち
西仙北地区の農業法人が占める割合



○秋田県内、大仙市内の製造業事業所数、製造品出荷額は減少傾向
○スマートIC周辺地域の事業所は運用開始後、増加傾向で企業活動に寄与

出典：工業統計調査

・市外への営業では、西仙北スマートICを利用しており、営業活動の効率化が受注拡大に繋がっている。
西仙北スマ－トIC開通後は、秋田自動車道を利用し、製造品の搬送も時間が読める。

・西仙北スマートIC開通後、お客様が来社する際は、スマートICからのルートを案内している。

▲ 西仙北地域企業のヒアリング結果 出典：大仙市
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▲西仙北スマートIC周辺における主要事業所
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▲ 西仙北支所からイオンモール秋田への移動時間の変化
出典：ETC2.0データ（Ｒ2.9～11月） 休日12時間（7～18時）平均

・通勤帰りの際、国道１３号を利用するよりも時間短縮になる

ため、子どもを迎える時間に間に合い、助かっている。

・信号も無くスムーズに通行できるので、帰宅時間が遅くなったと

きは利用することが多い。

・朝、通学の際に電車に乗り遅れた子どもを送っていくのに利用し

ている。冬場は電車が遅れることも多く、ＩＣを利用している。

▲ スマートIC利用者の声

○西仙北スマートICの利用により、日常生活での移動時間が短縮でき、買い物や通勤等
の生活の利便性が向上

出典：大仙市

凡例

国道13号利用

西仙北SIC利用

イオンモール
秋田

22分

7分短縮

29分

ETC割引
・ 休日割引
・ 平日朝夕割引
（通勤時）

0.6% 2.8%

76.0% 14.3%

1.2%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休日

通勤・通学 業務 レジャー・観光 買い物 通院 その他

▲ 高速道路の主な利用目的 出典：Ｈ31年度実施 アンケート結果より
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29分26分

特別養護老人ホーム
「ウォームハート」

障害者支援施設「柏の郷」

特別養護老人ホーム「ありすの街」

介護老人保健施設「幸寿園」

西仙北支所

大曲仙北広域消防本部

大曲仙北広域消防西仙北分署

西仙北SICから
下り線約3km付近
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○ＩＣの開通により西仙北地区や福祉施設から秋田市内の医療機関へ搬送時間が短縮
○搬送経路の高規格化により、西仙北周辺地域における医療機関の利便性向上に寄与

▲ 西仙北支所～秋田赤十字病院への所要時間

3分短縮

▲老人福祉施設のヒアリング結果

・西仙北スマートICを利用することにより、入居者を秋田市内の救急病院

へ搬送する際、早期の治療を受けることができる。

・面会に訪れる人の内、約２０名が西仙北スマートICを利用している模様。

・入居者が秋田市内の病院へ通院する際、毎回、西仙北スマートICを利

用して送迎している。

出典：大仙市出典：ETC2.0データ（Ｒ2.9～11月） 平日12時間（7～18時）平均

利用回数（R6年度） 23

内

訳

進行方向
秋田市方面 18

大曲方面 5

走行状況
緊急走行 23

普通走行 0

車両種類
救急車 23

ポンプ車 0

出典：大曲仙北広域市町村圏組合消防本部

▲ 高速道路上の事故現場への所要時間
出典：ETC2.0データ（Ｒ2.9～11月） 平日12時間（7～18時）平均
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▲ 救急車両の利用状況 （単位：回）
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県立循環器・脳脊髄センター
秋田大学医学部附属病院
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大曲IC

大仙市役所

旧大沢郷小学校
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

(緊急避難場所） 28分

24分

通行止めの
可能性あり

７分の短縮

西仙北西体育館
(指定避難所)

開通前

開通後
4分の短縮

秋田県庁

年月 概要

昭和22
７月２２日洪水。雄物川全川にわたり既往の最高水位を突破し、
氾濫区域は流域平坦部の６０％にもおよんだ。刈和野中心部
では平均２～２．５ｍの水深となり、最大の被害箇所となった。

昭和54

８月６日洪水。県南部を中心に豪雨をもたらした。河川被害は
破堤４ヶ所、護岸決壊延長６，２７０ｍ。一般被害が著しい箇所
は、下流狭さく部の影響により洪水が停滞する西仙北町付近
であった。

昭和55
４月６日洪水。雄物川流域の山地には残雪があり、降雨は洪
水の規模を大きくした。被害は昭和５４年８月洪水と同様中流
部に集中した。

昭和57
４月１６日洪水。雄物川流域の山間部には残雪があり、降雨は
融雪を促すひきがねとなった。被害は中流地区が多く、床下浸
水２戸、水田の冠水６１７．５ｈａ、道路破損３９ヶ所となった。

昭和62
８月１６～１８日洪水。雄物川全域にわたり１００ｍｍ以上の降
雨となった。護岸決壊４３ヶ所、漏水箇所４ヶ所。一般被害は中
流部に集中した。

平成23
６月２４日洪水。県南部を中心に２００ｍｍ以上の降雨となった。
被害は床上浸水２４棟、床下浸水３３棟となった。

平成29
７月２２～２３日洪水。２２日正午からの２４時間雨量が３６４ｍ
ｍ以上となった。被害は中流部が多く、住家半壊１２棟、床上
浸水７６棟、床下浸水１３１棟、道路破損４３ヶ所となった。

▲西仙北地区洪水ハザードマップ出典：大仙市防災ハザードマップ

ETC2.0データ（Ｒ2.9～11月） 平日12時間（7～18時）平均

▼雄物川の洪水発生状況（大仙市（西仙北地域）

出典：湯沢河川国道事務所、大仙市

○西仙北地区は洪水時の浸水域が広範囲に及び、国道等の主要道路が通行規制となった
場合でもスマートＩＣを利用し、迅速かつ円滑な復旧支援活動が可能。

秋田県地域防災計画では、緊急輸送道路ネットワー

クとして国道13号線、秋田自動車道が指定されており、

秋田自動車道における防災拠点となり得る西仙北SA、

大仙市地域防災計画で指定する西仙北SIC周辺の

避難場所への早期到達が可能となり、災害時の対応

力強化につながっている。

西仙北SIC

45分31分

14分の短縮

西仙北緑地運動広場
(緊急避難場所)

平成２９年豪雨災害時、ボランティアセンターを西仙北地域に開設し、県

外および市外から多くのボランティアと物資の援助があった。迅速な復旧支援

にも寄与している。


